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BLS研修、ICLS研修を開催しました

病院管理者のご挨拶

病院管理者　武冨　 章

主任看護師　三谷　恵美

～ 今年のインフルエンザ症状 ～

つまり、「大人は感染を完全には防げないかもしれないが、重症化リスクはある程度下げられる。子

どもたちにとっては、最も効果の高い防御手段の１つである」といえるでしょう。特に受験を控えてい

る方は、ぜひインフルエンザワクチンも検討してください。

救急救命士、特定ケア看護師の指導のもと

看護師２～３年目を対象に一次救命処置（BLS）

と心停止時の最初の10分間の対応（ICLS）の

研修が行われました。

BLSでは、突然の心停止や呼吸停止といった

緊急時にどのように行動すべきかを実技を交えた

研修が行われました。リズムや深さなど止まらな

い胸骨圧迫や人工呼吸、AEDの操作、チームでの

声かけなど実際の現場を想定した訓練を行い、改

めて看護師の初期対応の大切さを実感できる場と

なりました。

ICLSでは、「突然の心停止に対する最初の10

分間の対応と適切なチーム蘇生」を目標に、心

電図の判読や除細動の適応基準、気道確保・薬

の使い方などより専門的な救急処置をチームで

行う研修が行われました。

シミュレーションでは、チーム全員が協力して

一つの症例に取り組み、緊急対応を繰り返し行

うことで、看護師の判断力やチームワークを磨

くことができました。

救命処置の研修を通して、救命技術の向上や

チームワークの向上を図ることができました。

安全で安心な看護を提供できるように、今後も

定期的な研修を継続していきたいと思います。

ＢＬＳ研修

ＩＣＬＳ研修

今年は日本を含めた北半球で、「異例の早さ」でインフルエンザが流行

しています 。実は、例年とは違う流行パターンの裏には「サブグレード

K」とも呼ばれている変異株が関わっているといわれています。サブク

レードKは、ウイルスの表面にある「トゲ」が変化し、ウイルスが自分自

身の表面を「糖」でコーティングして変装してしまったような状態になっ

ています。いわば「免疫からの逃避能力」を獲得しているのです。

症状としては、発熱・鼻水・咳の頻度が非常に高いのが特徴です。関節

痛・体の痛みは意外なほど少ないといわれています。また、ワクチンの効

果は若い人ほど有効とされています。イギリスでの研究では、「発熱など

で病院を受診・入院することを防ぐ効果（ワクチン有効率）」は、2歳〜

17歳では72％〜75％、18歳～64歳では約30％〜40％となっていま

す。

子どもに比べると、大人の数字は低めです。これは、大人は過去に何度

も様々なインフルエンザにかかっており、免疫の記憶が複雑になっている

ため、新しい変異株への反応が鈍くなりやすいことが理由の１つと考えら

れています。
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当院主催 特別講演会：テーマ「地域医療の今後」が開催されました

総務課長代理　高島　良壽

11月22日、当院主催による講演会「地域医療

の今後」が開催され、医療関係者や行政関係者な

ど多くの方々にご参加いただきました。講師には、

社会医療法人弘恵会ヨコクラ病院理事長で日本医

師会名誉会長、第68代世界医師会会長の横倉義武

先生をお迎えし、高齢社会を迎える日本における

医療の課題と展望について、わかりやすくお話し

いただきました。

講演では、まず現状の地域医療が抱える課題と

して、人口減少や高齢化に伴う医療需要の変化、

医師・看護師不足、救急搬送の増加などが挙げら

れました。特に、都市部と地方での医療格差が広

がる中、地域包括ケアシステムの重要性が強調さ

れました。先生は「病院だけでなく、在宅医療や

介護、行政、地域住民が一体となって支える仕組

みが不可欠」と述べ、地域全体での連携強化を呼

びかけました。

講演後には懇親会が開

かれ、参加者同士が和や

かな雰囲気の中で交流を

深めました。直接意見を

交わすことで、地域医療

への理解と協力の輪が広

がる貴重な機会となりま

した。

当院では、今回の講演を

契機に、地域医療の質向

上に向けた取り組みをさ

らに推進してまいります。

皆さまのご理解とご協力

をお願い申し上げます。

また、ICTやAIの活用による遠隔診療やデー

タ連携の可能性についても触れられ、今後の医

療は「対面だけでなく、デジタルを組み合わせ

たハイブリッド型へ進化する」との見解が示さ

れました。これにより、医療資源が限られた地

域でも質の高い医療を提供できる体制づくりが

期待されます。
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令和７年度５ブロック地域包括ケアシステム推進協議会を開催

～「身寄りのない方の支援についてみんなで話そう！」～

総合支援センター(入退院支援室)　兒嶋　真之介

最後に身元保証会社の方から成年後見制度について説明していただき、制度を活用することで身

寄りの無い方への支援を円滑に行うことができる一方で、成年後見制度ではカバーできない課題も

あり、そういった課題を解決していくためには、今回参加された多職種で協力し、支援の充実化を

図ることが大切であると実感しました。

今回の研修は、身寄りが無い方の支援に限らず、地域の課題や支援に活用できる知見を深める良

い機会となりました。地域の方々がより安心して生活できるよう、今後も多職種で連携・協力しな

がら地域医療の発展に尽力していきます。

今回は「身寄りの無い方の支援に

ついてみんなで話そう！」という

テーマで、身寄りの無い方の支援で

困ったことや支援に役立った知識の

共有を図る目的で、研修を実施しま

した。参加者は病院職員や地域の介

護施設の職員、地域包括支援セン

ター職員、行政職員や消防職員、地

区の民生委員等、様々な職種の方が

参加されました。

初めに地域包括支援センター太陽

の郷から身寄りが無く、ご本人の意

向が二転三転するため支援を継続し

て受けることが困難な事例の紹介が

ありました。

その後グループワークを通して事

例と同じような身寄りの無い方への

支援の経験、支援するにあたって

困ったこと、実際の対応方法や今後

に活かせる知識など、多職種の方が

様々な視点から議論を重ね、いくつ

かのグループに発表をしていただく

ことで、身寄りの無い方の支援につ

いて様々な課題や共通する思い、職

種ごとの視点等、多くの学びの機会

になりました。

5ブロック地域包括ケアシステム推進協

議会とは『地域医療・在宅医療の充実』と

『継続性のある医療・介護サービスの提

供』を目的に，２市１町（飯塚市・嘉麻

市・桂川町）を５ブロックに分け，地区単

位で検討，実現のため飯塚医師会が中心と

なり進めている取り組みです。その中で、

当院は飯塚市内の鎮西・二瀬・菰田・飯

塚・飯塚東地区の拠点病院として児嶋病院、

共立病院とともに活動をしています。

武冨管理者の挨拶

グループワーク

地域支援センターからの事例提供
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病院救急車発動 ①

～患者さんの”お迎え搬送”について～ 主任救急救命士　仲本　徹男
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病院救急車発動 ②

～患者さんの”お迎え搬送”について～ 主任救急救命士　仲本　徹男
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救急業務部、感染管理室、放射線科

サイエンスモール2025「科学広場」に出展しました

⼦ どもから ⼤⼈ まで 自 由に参加できる体験型の科学イベントが開催されました！

【救急業務部】

主任救急救命士 仲本 徹男

あつまれ！メディカルキッズ！～病院のお仕事を体験しよう～

救急業務部では、未来の医療を担う子どもたちに向けて、医療の

現場を楽しく学べる体験型イベントを開催しました。

今回のブースでは、BLS（一次救命処置）人形を使用した胸骨圧

迫やAED（自動体外式除細動器）の操作体験、脈拍の確認、聴診

器を使った呼吸音の聴取など、実際の医療現場で行われる

処置を子どもたちに体験してもらいました。

参加した子どもたちは目を輝かせながら、医療スタッフの説明に

耳を傾け、積極的に体験に取り組んでいました。初めて触れる医

療機器に興味津々で、「心臓マッサージってこうやるんだ！」

「音が聞こえる！」といった驚きと感動の声が聞かれました。

このイベントを通じて、命を守る医療の大切さや、医療従事者の

仕事への理解を深めるきっかけとなったことを嬉しく思います。

10月4日にサイエンスモールin飯塚2025 科学広場が開催され、参加しました。毎年開催されており、

科学の楽しさを体験する「科学広場」を広く周知し、子どもから大人まで科学を身近に感じる社会の醸成

を目的としたイベントです。当院から３つのブースを出展しました。
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救急業務部、感染管理室、放射線科

サイエンスモール2025「科学広場」に出展しました

⼦ どもから ⼤⼈ まで 自 由に参加できる体験型の科学イベントが開催されました！【感染管理室】

感染管理認定看護師 伏貫 智恵

家族みんなで感染予防

～手指衛生の大切さを再認識しよう～

県内でインフルエンザが流行期に入ったこ

とを受け、手洗いの大切さを家族で楽しく学

べるイベントを開催しました。参加者は親子

連れを中心に175名。普段の手洗いがきちん

とできているか、洗い残しが多い部分はどこ

かを専用の機器で確認する体験を通じて、手

指衛生への意識を高めました。

参加者からは「これからもちゃんと洗おう

と思った」「いつもの手洗いができていない

ことが目で見えてよかった」といった声が聞

かれ、特に子どもたちにとっては、手洗いの

重要性を実感する貴重な機会となりました。

今後も、家族みんなでできる感染予防の取

り組みを広げていきたいと思います。

【放射線科】

診療放射線科技師 瀬戸上 洋平

光る粒で解き明かす！

身近な放射線、安全体験

サイエンスモール IN 飯塚 ２０２５へ霧箱

の展示を行いました。霧箱とは放射線や宇宙線と

いった目に見えない粒子が通った軌跡（飛跡）を、

霧の筋として観察できる装置です。ドライアイス

で底面を冷やした容器内にアルコールなどの蒸気

を満たし、「過飽和状態」を作ります。その中を

放射線や宇宙線が通過すると、空気中の分子に衝

突して分子を電離させ、霧の粒となって白い筋

（飛跡）として見ることができます。

空に飛行機雲が出来るのと同じような原理で、

放射線の軌跡を観測できます。子供たちはとても

興味深く観察してくれて、「ワ～！見えた！見え

た！」、「すごーい！！」とリアクションもとて

も良かったです。霧箱は、1897年にイギリスの

物理学者チャールズ・ウィルソンによって発明さ

れ、後にノーベル物理学賞を受賞しています。

放射線は普段は目には見えませんが、このよう

な初期の実験を通して安全・安心に利用できるよ

う学問として発展し、今では医療の現場で幅広く

用いられています。
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健康支援プロジェクト（足のチェックとセルフケア）を開催しました

理学療法士　山根　優一

皮膚・排泄ケア特定認定看護師　大里　昌美

【皮膚・排泄ケア特定認定看護師 大里 昌美】

今回、コラボ企画として参加しました。

健康な足を守ることは、活力ある毎日を守るため

にとても重要なことです。足は「第二の心臓」と

呼ばれるほど、人間の体にとって重要な働きがあ

ります。また、足は全体重を支えていて、立って

いるだけでも大きな負担がかかっています。フッ

トケアを通じて健康で快適な生活を実現して頂き

たいと思いました。フットケアとは足のトラブル

や悩みを解消し、足を健康に保つためのお手入れ

方法です。

フットケアとは足のトラブルや悩みを解消し、足を健康

に保つためのお手入れ方法です。足は私たちの体を支え

る大切な部分ですが、加齢や病気などでさまざまなトラ

ブルが起こりやすい部分であるため、適切なケアが必要

です。そこで、皮膚の働きや特徴、足裏の構造などから

始め、足のトラブルの原因や対策、自分で出来る足裏

チェック方法、爪切りの方法、保湿剤の塗り方、マッ

サージの方法などをお話ししました。また、皮膚科受診

が必要な内容も混ぜて、爪のトラブルとして巻き爪や陥

入爪、足の水虫について、お話ししました。少しでも皆

様の日常にお役立てていただければと思います。

【理学療法士 山根 優一】

【皮膚・排泄ケア特定認定看護師 大里 昌美】

今回、コラボ企画として参加しました。

健康な足を守ることは、活力ある毎日を守るために

とても重要なことです。足は「第二の心臓」と呼ばれ

るほど、人間の体にとって重要な働きがあります。

また、足は全体重を支えていて、立っているだけでも

大きな負担がかかっています。

フットケアを通じて健康で快適な生活を実現して頂

きたいと思いました。フットケアとは足のトラブルや

悩みを解消し、足を健康に保つためのお手入れ方法で

す。

フットケアとは足のトラブルや悩みを解消し、足を健

康に保つためのお手入れ方法です。足は私たちの体を支

える大切な部分ですが、加齢や病気などでさまざまなト

ラブルが起こりやすい部分であるため、適切なケアが必

要です。そこで、皮膚の働きや特徴、足裏の構造などか

ら始め、足のトラブルの原因や対策、自分で出来る足裏

チェック方法、爪切りの方法、保湿剤の塗り方、マッ

サージの方法などをお話ししました。

また、皮膚科受診が必要な内容も混ぜて、爪のトラブ

ルとして巻き爪や陥入爪、足の水虫について、お話しし

ました。少しでも皆様の日常にお役立てていただければ

と思います。

【理学療法士 山根 優一】

「地域の人々の声を聞き、求めていることを考え、共に

健康を目指す」ことを理念に掲げ、２０１７年に結成さ

れた健康支援プロジェクトをご存知ですか？年に１０回

程度の講演会を開催していましたが、コロナウイルス感

染症の影響により、その活動は滞っていました。

２０２３年に５類感染症となり、コロナ禍は徐々に緩

和され ２０２５年３月にコロナ禍後、初の講演会（健

康教室膝関節編）を開催。院内ポスターと口コミのみの

影響もあり参加者は１５名程度でしたが、大反響を得ま

した。

２０２５年９月２７日、当院の足のスペシャリスト

の看護師と理学療法士が協力し、初のコラボ企画を実

現しました。理学療法士が靴の履き方や選定方法、足

指の変形予防体操を紹介。看護師が足の観察するポイ

ントやケア方法を分かりやすく説明させて頂きました。

４１名の参加者からは質問も多く頂き、健康につい

て考える充実した時間になりました。今後の開催につ

いては未定ですが、飯塚市報や当院のギャラリーに掲

示しているポスター、ホームページをご確認ください。

多数の参加をお待ちしています。
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